
水道事業の公民連携で足回め

鵞ホ鐙をふうエ
藷ほ鎗靱てはバ轟講隙

和就

海水淡水化の膜処理技術では日本企業が世界シエアのフ害」を占める。

水施設の維持管理技術と安心・安全な水道水で

日本は世界トップレベルと評価されている。国内では

「指揮者のいないオーケストラ」状態の水行政を改め、

更新期を迎えている上下水道事業の公民連携を推進し、

日本ならではのビジネスモデルでグ回
―パル展開をする時期だ。

苦村

[よしむらかすなり]

グローバルウォータ ジ ヤパン代表。国

連テクニカルアドバイザ
ー。千葉工業

大学、工学院大学非常勤講師。「水の

安全保障戦略機構」技術普及委員長。

2008年 のG8北 海道洞爺湖サミットで

は、自民党の特命委員会 「水の安全保

障研究会」の委員として提言をまとめ

た。著書に 『水ビジネスーー ]]0兆 円

水市場の攻防』(角|loneテ
ーマ 21)、

共著に 『日本人が知らない巨大市場水

ビジネスに挑む』(技術評論社)などが

ある。

一
轟
ゴ
か
た

神轟
ア
簡
鑢
畿
鶴
欺

！
魔
ゆ
漁
わ
ヨ
畿
た
韓
プ
鶴

二
〇
〇
九
年
三
月
十
六
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

第
五
回

「
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
過
去
最
多

の

一
九
二
か
回
、
約
三
万
三
〇
〇
〇
人
の
関
係

者
が
参
加
す
る
盛
況
で
、
水
の
問
題
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
基
調
講
演
を
な
さ

っ
た

の
が
、
日
本
の
皇
太
子
殿
下
で
す
。
題
し
て
「水

と
か
か
わ
る
―
十
人
と
水
と
の
密
接
な
つ
な
が

り
」
。
歴
史
上

い
か
に
日
本
人
が
水
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
か
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て

考
察
さ
れ
ま
し
た
。

英
国
留
学
時
代
、
イ
ギ
リ
ス

・
テ
ム
ズ
川
の

水
運
を
研
究
さ
れ
た
皇
太
子
殿
下
の
水
問
題

ヘ

の
造
詣
の
深
さ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
水
関
係
者

の
問
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三

年
、

日
本

で
開
催

さ
れ
た
第

三
回
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
名
誉
総
裁
と
し
て

配
尿
都
と

地
方
を
結
ぶ
水
の
道
」
と

い
う
記
念
講
演
を
さ

れ
、
〇
六
年
メ
キ
シ
コ
で
の
第
四
回
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は

「江
戸
と
水
運
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、

ま
た
〇
八
年
の
ス
ペ
イ
ン

・
サ
ラ
ゴ
サ
で
開
か

れ
た
水
の
万
博
で
も

「
水
と
の
共
存
、
人
々
の

知
恵
と
工
夫
」
と
題
す
る
講
演
を
な
さ

っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
て
皇
太
子
殿
下
は

「
い
か
に
日
本
人

が
真
摯
に
水
問
題
に
取
り
組
み
、
水
と
共
生
し

て
き
た
か
」
と
い
う
情
報
発
信
を
世
界
に
向
け

て
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
注

目
し
て
紹
介
し
た
反
面
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
の

関
心
が
低
か
っ
た
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

農
耕
民
族
の
基
本
は
水
。
だ
か
ら
最
初
の
争

い
は
水
の
争
奪
戦
で
し
た
。
世
界
的
に
み
て
も

「
ラ
イ
バ
ル
」
↑
中く
出
）
と
い
う
言
葉
の
語
源
は

「
リ
バ
ー
」
（嘱中く
颯
）。
人
類
最
初
の
争
い
も
川

の
水
を
め
ぐ
る
採
め
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

日
本
人
は
古
く
か
ら
身
の
回
り
の
限
ら
れ
た

水
資
源
を
巧
み
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
先
の

基
調
講
演
で
皇
太
子
殿
下
が
紹
介
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
奈
良
の
「唐
子

・
鍵
遺
跡
」
で
発
掘
さ

れ
た
弥
生
時
代
の
「環
濠
集
落
」
で
は
、
集
落

の
周
囲
に
多
重
の
一像
を
め
ぐ
ら
し
て
、
取
水
、
排

水
、
外
敵
か
ら
の
防
衛
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

少
な
い
水
を
分
け
合

っ
て
、
争
い
を
未
然
に

防
い
で
き
た
の
も
日
本
人
の
知
恵
で
す
。
た
と

え
ば
、
戦
国
時
代
の
武
将

・
武
田
信
玄
が
考
案

し
た
と
さ
れ
る

「
三
分

一
湧
水
」。
限
ら
れ
た

土
地
で
作
物
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
甲
斐

の
国
で
、
い
つ
も
村
同
士
の
争
い
の
種
に
な
る

の
が
水
で
し
た
。
そ
こ
で
信
玄
は
、
流
れ
て
き

た
水
が
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
水
路
に
入
ら
な
い
よ

う
に
、
い
っ
た
ん
三
角
の
石
柱
に
ぶ
つ
か
っ
て
、

う
ま
く
二
方
向
に
分
か
れ
る
工
夫
を
施
し
た
の

で
す
。
こ
れ
な
ら
、
誰
が
見
て
も
公
平
に
水
が

分
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ゎ
か
り
ま
す
。

時
代
は
飛
ん
で
大
Ｉ
期
。
政
府
が
強
力
に
富

回
強
兵
を
推
し
進
め
、
食
料
増
産
を
農
民
に
命

じ
た
の
で
、
各
地
で
水
の
奪
い
合
い
が
起
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
仕
組
み
が

「
円
筒

特集 水 をめぐる戦略
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分
水
」。
二
重
の
筒
の
中
央
か
ら
水
を
湧
出
さ

せ
、
あ
ふ
れ
て
流
れ
出
た
水
を
耕
作
地
の
面
積

に
応
じ
て
分
配
し
た
の
で
す
。
こ
の
円
筒
分
水

は
最
盛
期
に
会
国
で
約
二
五
〇
か
所
あ
り
、
現

在
で
も

一
三
〇
か
所
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
は
古
く
か
ら

「水
を

分
か
ち
合
う
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
と
技

術
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

“だ
艤
靱さ
靭
ミ
灘

水
不
足
を
補
う
た
め
の
造
水
技
術
は
大
別
し

て
二
つ
あ
り
ま
す
。
第

一
に
海
水
の
淡
水
化
。

第
二
に
排
水
を
再
処
理
し
て
浄
化
す
る
こ
と
。

こ
こ
で
使
わ
れ
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

「膜
」
の
技
術
で
す
。
海
水
に
含
ま
れ
る
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
除
去
や
、
い
ろ
い
ろ
な
不
純
物

が
溶
け
込
ん
で
い
る
汚
水
を
浄
化
す
る
に
は
、

イ
オ
ン
を
通
さ
な
い
精
密
な
濾
過
膜
が
必
要
で

す
。　
一
九
六
〇
年
に
そ
の

「
逆
浸
透
膜
」
の
基

本
技
術
を
開
発
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
化
学
者

で
し
た
。

ち
な
み
に

一
九
六
三
年
に
暗
殺
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ョ
ン

・
Ｆ

・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、

す
で
に
こ
の
当
時
、
「今
後
世
界
は
水
不
足
の

危
機
に
正
面
す
る
。
海
水
淡
水
化
は
円
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
」
と
し
て
、
さ
ら
に

「世
界
の
水
問
題
を
解

決
し
た
者
に
は
二
つ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
価
値
が

あ
る
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
と
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
だ
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
技
術
を
導
入
し
て
持
ち
前

の
得
意
技
を
発
揮
し
、
微
に
入
り
細
に
入
り
改

良
を
施
し
た
の
が
、
日
本
の
化
学
産
業
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
特
に

一
①
Ｏ
Ｏ
万
分
の

一
ミ
リ

と
い
う
最
も
高
度
な
逆
浸
透
隈
の
シ
ェ
ア
は
、

世
界
の
七
割
を
日
本
企
業
が
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
膜
は
単
品
技
術
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
世
界
の
海
水
淡
水
化
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
約

一
〇
兆
円
以
上
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
利
益
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア

メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会
社
で
す
。
海

水
淡
水
化
の
プ
ラ
ン
ト
は

一
〇
〇
～
八
〇
〇
億

円
の
事
業
規
模
で
す
が
、
膜
だ
け
で
は
せ
い
ぜ

い
一
億
円
程
度
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
商
社
は
近
年
、
中
束
諸
国
で
海
水
淡

水
化

と
発
電
設
備

を

同
時

に
設
置
す

る

一
五
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
造
水
事

業
だ
け
を
切
り
離
す
と
、
そ
れ
で
収
益
を
生
み

出
す
構
造
は
難
し
く
、
フ
ル
タ
ー
ン
キ
ー
ベ
ー

ス

（計
画
丸
限
計

・施
工
・試
運
転

・
引
き
渡
し
）

の
元
請
け
は
欧
米
の
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会
社

が
担

っ
て
い
て
、
日
本
勢
は
膜
や
ポ
ン
プ
な
ど

単
品
の
納
入
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
、
プ
ラ
ン
ト
建
設
か
ら
管
理
運
営
ま
で
を
手

が
け
ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
企
業
が
日
本
に

あ
り
ま
せ
ん
。

“
漁
縄

ず

計
Ψ
聯

鶴
解

が
鵠

帆
購
織

ｔ
錮
鱒
静
ザ
プ
鞭
モ
締
が
群
軽
批

世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
１１
下
水
道
の
管
理
運
営
事
業
で
す
が
、
こ
の

分
野
を
独
占
し
て
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ

オ
リ
ア
、
ス
エ
ズ
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ム
ズ

・

ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ロ
ン
と

も
呼
ば
れ
る

「水
メ
ジ
ャ
ー
」
で
あ
り
、
今
の

と
こ
ろ
日
本
企
業
の
出
る
幕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
無
理
も
な
く
、
日
本
で
は
近
代
以
降
、

地
方
自
治
体
が
上
下
水
道
の
管
理
運
営
を
続
け

て
い
た
た
め
、
民
間
企
業
が
包
括
的
に
上
下
水

道
を
管
理
運
営
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
国
際
入
札
の
参
加
条
件
は
、
五

年
、
五
か
所
以
上
、
同
外
で
上
下
水
道
を
建
設

し
管
理
運
営
し
た
実
績
の
あ
る
会
社
で
す
。
ポ

ン
プ
や
配
管
な
ど
部
品
を
納
め
て
い
る
会
社
は

あ

っ
て
も
、
そ
の
条
件
に
合
致
す
る
企
業
は
日

本
に

一
社
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も

っ
と
残
念
な
の
は
、
水
と
衛
生
に
関
し
て

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

（政
府
開
発
援
助
）
は
金
額
レ

ベ
ル
で
全
世
界
の
四
〇
％
を
超
え
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
に
も
世
界
銀
行
に
も
多
額
の
拠
出
金
を

‖
開
醐岬



出
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
技
術
が

援
助
の
現
場
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。

日
本
の
二
日
間
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
九
六
％
が
ア
ン
タ

イ
ド

（資
金
拠
出
国
以
外

へ
の
発
注
、
つ
ま
り

援
助
資
金
に
よ
る
資
材

・
役
務
の
調
達
先
を
日

本
に
限
定
し
な
い
も
の
）
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア

ン
タ
イ
ド
率
は
三
人
％
、
ア
メ
リ
カ
は
二
人
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
「
相
手
国
に
対

す
る
資
金
提
供
だ
け
で
、
自
国
の
産
業
を
潤
さ

な
い
援
助
は
議
会
や
納
税
者

へ
説
明
が
で
き
な

い
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
も

国
益
と
考
え
る
欧
米
と
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
あ
く
ま
で

も
国
際
貢
献
と
考
え
る
日
本
の
外
交
姿
勢
の
違

い
が
鮮
明
に
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
経

済
に
余
裕
が
あ
る
時
期
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
現

状
は
そ
の
反
対
で
す
か
ら
、
謹
巌
実
直
に
国
際

機
関
の
都
合
の
良
い
取
り
決
め
を
守

っ
て
い
れ

ば
い
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

ヴ
エ
オ
リ
ア
、
ス
エ
ズ
と
い
う
二
つ
の
企
業

が
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
で
優
位
に
立

っ
て
い
る

背
景
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
後
押
し
も
あ
り

ま
す
。
シ
ラ
ク
前
大
統
領
は

「世
界
の
水
ビ
ジ

ネ
ス
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
人
物
で
す
。
パ
リ
市
長
時
代
に
は
両
社
か

ら
多
額
の
政
治
献
金
を
受
け
て
フ
ラ
ン
ス
国
内

の
水
道
の
民
営
化
を
進
め
、
ま
た
大
統
領
時
代

に
は
国
際
金
融
機
関

（世
界
銀
行
な
ど
）
を
通

じ
発
展
途
上
国
の
水
道
の
民
営
化
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

サ
ル
コ
ジ
現
大
統
領
も
、
初
め
て
の
中
国
訪

間
で
原
子
力
発
電
所
や
エ
ア
バ
ス
受
注
な
ど
、

三
兆
円
近
い
商
談
を
獲
得
し
ま
し
た
。
も
と
も

と
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
大
統
領
自
身
が
最
大
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
ワ
イ
ン
や
電
力
を
輸
出

し
、
外
貨
を
稼
い
で
い
る
の
で
す
。

水
に
限
ら
ず
、
交
通

・
通
信

・
電
力
と
い
っ

た
国
家
レ
ベ
ル
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
、
そ
の
国
の
ト
ッ
プ
の
関
与
が
不

可
欠
で
す
。
世
界
の
七
割
の
シ
ェ
ア
を
お
さ
え

て
い
る

「
膜
」
と
い
う
立
派
な
売
り
物
を
持

っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
も

つ
と
日
本
も
ト
ッ
プ
外

交
に
精
を
出
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
企
業
も
、
水
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
経
験
と
実
績
を
積
み
重
ね
、

国
際
競
争
力
を
つ
け
る
べ
き
で
す
。

一
モ
話

に
ワ
ヨ
畿
ヲ
畿

ヨ
ゼ
鬼

輩

一
簿
轄
綾
晶
額
戦
轟
鉤
ざ
麓
畿

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
発
足
し
た
の
が
、
国

政
史
上
初
の

「
水
」
に
特
化
し
た
横
断
的
取
り

組
み
の
「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
で
あ
り
、

民
間
企
業
な
ど
が
参
加
す
る

「
チ
ー
ム
水

・
日

本
」
で
す
。
「
チ
ー
ム
水

。
日
本
」

に
は
、

二
〇
〇
九
年
八
月
の
時
点
で
、
水
浄
化
、
水
辺

都
市
再
生
、
水
企
業
の
海
外
支
援
、
国
際
貢
献

な
ど
二
五
の
テ
ー
マ
の
行
動
チ
ー
ム
が
登
録
さ

れ
、
提
案

・
討
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
に
関
す
る
管
轄
省
庁
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
こ

れ
が
大
い
に
問
題
で
す
。
水
道
は
厚
生
労
働
省
、

下
水
道
は
国
土
交
通
省
、
工
業
用
水
は
経
済
産

業
省
、
農
業
用
水
は
農
林
水
産
省
、
環
境
規
制

や
浄
化
槽
は
環
境
省
と
い
っ
た
具
合
。
瑞
穂
の

回
と
い
い
な
が
ら
、
丘
の
上
に
立
っ
て
雨
か
ら
海

へ
と
水
行
政
を

一
貫
し
て
見
る
人
が
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
水
行
政
は
、
さ
し
ず
め

「
指
揮
者
の
い

な
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

水
道
が
急
速
に
普
及
し
た

一
九
六
〇
年
代
に

整
備
さ
れ
た
施
設
は
老
朽
化
し
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。
す
で
に
全
国

各
地
で
水
道
管
の
破
裂
事
故
は
年
間

一
二
〇
〇

か
所
、

下
水
道

管

の
陥

没
事

故

は
年

間

四
七
〇
〇
か
所
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
耐
震

化
率
も

二
〇
〇
八
年
現
在
、
基
幹
管
路

で

一
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

厚
労
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
上
水
道
の
埋
設

管
の
更
新
費
用
は
十
年
後
に
八
〇
〇
〇
億
円
前

後
。
国
交
省
の
試
算
で
は
、
下
水
道
の
更
新
費

用
は

一
兆
円
に
の
ぼ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
は
平
成
九
年
が
ピ
ー
ク
で
、
平
成

二
十
年
は
六
〇
％
減
で
し
た
。
今
後
も
年
に

数
％
ず
つ
減
る
と
す
れ
ば
、
も
は
や
公
の
資
金

だ
け
で
賄
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
民
間
の
知

恵
と
資
金
の
導
入
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
上
下
水
道
は
百
五
十
年
前
か
ら

公
設
民
営
、
つ
ま
り
施
設
の
財
産
権
は
自
治
体

が
所
有
し
、
管
理
運
営
を
民
間
に
任
せ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
が

一
つ
の
方
法
で
す
。

も
う

一
つ
は
イ
ギ
リ
ス
型
で
、
民
間
に
す
べ

て
水
道
事
業
を
売
却
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
つ

子
は
テ
ム
ズ

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う

一
企
業
か

ら
水
の
供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
公
共

財
を
扱
う
事
業
だ
け
に
、
民
間
企
業
に
丸
投
げ

特集 水 をめぐる戦略
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し

て
放
置
す

る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

一
九
八
九
年
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
が
業
務
の
効

率
化
と
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ヘ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
め
ざ
し
て
上
下
水
道
事
業
を
民
営
化
し
た
と

き
、
「
オ
フ
ワ
ッ
ト
」
と
い
う
監
視
機
関
を
作

り
ま
し
た
。
こ
こ
が
料
金
と
水
質
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
シ
ス
テ
ム
は
比
較
的
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

日
本
で
も
徐
々
に
横
浜
市
な
ど
で
水
道
に
関

す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（民
間
資
金
に
よ
る
公
共
設
備
の

整
備
促
進
）
に
取
り
組
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
民

間
の
資
金
と
知
恵
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
土
木

・
機
械

・
電
気
な
ど
業
界
ご
と
に
個
別

に
発
注
さ
れ
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
（過
剰
仕
様
）

に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、　
百
貝
し
た
管
理
運

営
の
視
点
の
も
と
に
適
材
適
所
の
効
率
化
が
図

ら
れ
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

ラ
ン
エ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
が
本
来
の
公
共
事
業
の
あ
り
方
と
い

つヽ
も
の
で
す
。

中フ
鎧
い
響ダブ饒ヨ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
場
合
、
民
間
資
金
の
担
保
が
重
要

で
す
。
上
下
水
道
と
い
う
公
共
事
業
と
は
い
え
、

民
間
企
業
が
そ
の
管
理
運
営
に
携
わ
る
限
り
、

当
然
な
が
ら
景
気
が
悪
く
な
っ
た
り
収
益
が
上

が
ら
な
け
れ
ば
撤
退
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
現
に
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
撤

退
し
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
大
変

な
社
会
的
混
乱
を
招
き
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

作

っ
て
、
仮
に
今
、
管
理
運
営
を
担

っ
て
い
る

会
社
が
破
綻
し
て
も
、
二
番
手
の
会
社
が
即
座

に
引
き
継
げ
る
体
制
に
し
て
お
く
。
つ
ま
り
代

打
が
控
え
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

将
来
に
わ
た
っ
て
高
い
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
す
る
た
め
に
は
今
後
、
広
域
化
の
促
進
、
流

域
単
位
の
管
理
、
道
州
制
を
先
取
り
し
た
事
業

統
合
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
で

し
ま
つ
。
自
治
体
同
士
の
広
域
化
は
、
ゴ
ミ
の
焼

却
場
や
し
尿
処
理
な
ど
で
は
す
で
に
、
広
域
事

務
組
合
を
形
成
し
て
進
行
中
で
す
。
同
様
の
仕

組
み
が
今
後
は
上
下
水
道
で
も
求
め
ら
れ
ま
丸

さ
ら
に
人
材
の
育
成
も
重
要
な
問
題
で
す
。

給
水
人
口
十
万
人
未
満
の
平
均
技
術
職
員
は
約

五
名
で
、
こ
の
少
な
い
陣
容
で
料
金
徴
収
か
ら

修
理
ま
で
手
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
計
画
、

建
設
、
運
営
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
管
理
で
き
る
技

術
者
は
五
十
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
四
五
％
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
十
年
後
以
降
、

技
術
の
継
承
が
困
難
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
仮
に
民
問
委
託
し
て
も
、
管
理
監
督
す
る

人
材
が
足
り
ま
せ
ん
。
技
術
を
引
き
継
ぎ
人
材

を
育
て
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

そ
う
や
っ
て
国
内
の
足
元
を
同
め
つ
つ
、
海

外
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
視
野
を
広
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
海
水
淡
水
化
、
汚
水
再
処
理
の
膜

処
理
技
術
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
は
世
界
に
誇

れ
る
高
水
準
の
水
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
り
ま
す
。

水
管
理
、
遠
方
監
視
、
微
量
分
析
、
合
併
浄
化

槽
、
運
転
管
理
、
維
持
管
理
、
災
害
予
測
、
災

害
復
旧
、
不
断
水
工
法
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
世
界
の
ト
ッ
プ
に
立

つ
水
メ
ジ
ャ
ー
に
真
正
面
か
ら
挑
む
に
は
、
経

済
原
則
か
ら
い
つ
て
三
倍
、
四
倍
の
時
間
と
労

力
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
や
め
た
ほ
う
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
型
ビ
ジ
ネ
ス
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
商
社
は
、
中
国
の
工
場
か
ら
出
る
排
水

を
自
前
の
膜
処
理
技
術
で
再
処
理
し
、
工
場
用

水
と
し
て
販
売
す
る

「水
売
り
商
売
」
を
始
め

ま
し
た
。
こ
う
し
た
、
日
本
な
ら
で
は
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
今
後
も
探
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

意
外
に
見
逃
せ
な
い
の
が
、
日
本
が
培

っ
て

き
た
ロ
ー
テ
ク
。
例
え
ば
水
道
の
漏
水
発
見

・

防
止
は
、
水
道
事
業
で
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
海
外
で
は
漏
水
率
二
〇
～
四
〇
％
に
も
達

す
る
大
都
市
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
漏
水
率

は
全
国
平
均
で
七
％
。
東
京
都
は
世
界
最
小
の

〓
千
六
％
で
す
。
断
水
し
な
く
て
も
配
管
切
り

替
え
工
事
の
で
き
る
不
断
水
工
法
も
、
日
本
が

世
界
最
高
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
途

上
国
で
は
ハ
イ
テ
ク
よ
り
も
、
こ
う
し
た
地
味

な
ロ
ー
テ
ク
が
現
地
の
実
情
に
合
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

二
〇
〇
九
年

一
月
の
世
界
経
済
フ
オ
ー
ラ
ム

の
報
告
書
で
は

「
世
界
で
い
ち
ば
ん
安
心

・
安

全
な
水
道
水
、
そ
し
て
衛
生
的
な
環
境
は
日
本

に
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

技
術
と
経
験
を
生
か
し
、
世
界
に
乗
り
出
す

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
の
取
り
組
み
は
、
今

ま
さ
に
始
ま

っ
た
ば
か
り
な
の
で
す
。
　
　
●
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